






要約:周産期情報ネットワークの整備では、母体搬送が進みつつある中、院外出生病的成

熟新生児の救命率の向上のため、これらの緊急搬送システムの充実が望まれる結果となっ

た。一方ハイリスク新生児の退院後に関しては、平成 8年度に行った極低出生体重児の家

族への子育てアンケー卜結果と、未熟児訪問看護の現状についてのアンケート調査をもと

に母の児に対する心理分析を行い、ハイリスク新生児を持つ家族への取り組みについて更

に掘り下げて検討した。入院中がらの母子関係を築き上げるため、正常産の母、NICU 入

院中の母にアンケートおよび心理的なアプローチを試み、今後の NICU で医療スタッフと

ともに取り組むべき方向性を探った。新生児医療に必要なスタッフの構成を更に幅広い範

囲で築いて行く必要があると考えられた。


